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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 21,654 87.2 1,048 2.7 1,125 9.1 793 223.8
22年3月期第2四半期 11,569 △71.6 1,020 △66.4 1,032 △66.0 244 △76.7

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 25.43 ―
22年3月期第2四半期 7.85 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 60,095 52,036 86.3 1,664.04
22年3月期 61,192 51,662 84.2 1,651.05

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  51,868百万円 22年3月期  51,511百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
（注）23年３月期第２四半期末配当金の内訳  普通配当金 ５円00銭  創立60周年記念配当金 ２円00銭 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 7.00
23年3月期 

（予想） ― 5.00 12.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,400 104.5 1,700 751.1 1,700 379.3 1,100 ― 35.26



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続き、
表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 31,200,000株 22年3月期  31,200,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  29,805株 22年3月期  1,005株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 31,194,881株 22年3月期2Q 31,199,045株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内外の経済対策やアジア諸国を中心とする新興国の需要にけ

ん引され、一部の業種で企業業績の回復や個人消費に改善の兆しが見られました。しかし、雇用情勢や所得環境は依

然として厳しく、史上最高値に迫る円高、デフレ基調の継続、更には株安等の懸念要因もあり、景気の先行き不透明

感が増幅する状況で推移しました。  

  鉄鋼業界におきましては、中国などのアジア向け輸出が依然好調に推移したことから、当第２四半期の国内粗鋼生

産量は5,542万トンと、前年同期比27.9％の増加となりました。  

  このような環境のもと、当企業集団の主力セグメントである鉄鋼関連事業につきましては、建設向け需要は依然低

水準で推移しているものの、主需要先である建設機械、産業機械向け需要が回復傾向にあることから、需要家ニーズ

への迅速かつ的確な対応に注力し、受注量の確保に努めるとともに、効率的な生産と継続的なコスト削減に努めてま

いりました。その他事業につきましてもそれぞれが積極的な営業活動を展開してまいりました。  

  その結果、当第２四半期連結累計期間における連結売上高は216億５千４百万円と前年同期比100億８千４百万円の

増収となり、連結経常利益は11億２千５百万円と前年同期比９千３百万円の増益、連結四半期純利益は７億９千３百

万円と前年同期比５億４千８百万円の増益となりました。 

  
事業の種類別セグメントの業績は次の通りです。  

  
(鉄鋼関連事業) 

当セグメントの主要製品である厚板は、主需要先である建設機械、産業機械向け需要の回復により、売上高は

207億４千５百万円となりましたが、損益は原料価格高騰により９億２千６百万円の営業利益となりました。 
  

(レンタル事業) 

厨房用グリスフィルターのレンタル事業、及びデザイン広告の製作等を行うサイン事業は、順調な受注により、

売上高は２億１千２百万円、営業利益は４千４百万円となりました。 
  

(物流事業) 

物流事業は、倉庫設備の拡充が寄与し、売上高は１億５千２百万円、営業利益は６千９百万円となりました。 
    

(エンジニアリング事業)  

エンジニアリング事業は、ユーザーからの受注減により、売上高は５億４千４百万円、損益は４千５百万円の営

業損失となりました。 

  

  
① 資産、負債及び純資産状況 

  
(資産の部) 

流動資産は、265億４千２百万円で、前連結会計年度末より３億７千４百万円の増加となりました。その主な要

因は、売上増加に伴い受取手形及び売掛金が増加したことによるものです。  

 固定資産は、335億５千３百万円で、前連結会計年度末より14億７千１百万円の減少となりました。その主な要

因は、有形固定資産と投資有価証券の減少によるものです。  

  
    

(負債の部)  

負債は、80億５千９百万円で、前連結会計年度末より14億７千万円減少しました。その主な要因は、設備の支払

による未払金が減少したことによるものです。  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(純資産の部) 

純資産は、520億３千６百万円で、前連結会計年度末より３億７千３百万円増加となりました。その主な要因

は、利益剰余金の増加によるものです。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、40億７千４百万円となり、前連結会計年度末より

18億４千６百万円減少しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

  
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動による収入が７億３千９百万円となりました。  

  主として、売上債権の増加による支出が63億１千８百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益９億５千４

百万円及び減価償却費12億５千８百万円に加えて、仕入債務の増加による収入が13億１千万円と法人税等の還付額

が28億７千３百万円あったことによるものです。 

  
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動による支出は22億５百万円となりました。  

  主として、定期預金の払戻による収入が25億円と有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入が28億円

あったものの、有価証券の取得による支出が35億９千９百万円と有形固定資産の取得による支出が36億９千万円あ

ったことによるものです。 

  
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動による支出は、３億８千万円となりました。  

  主として、配当金の支払額が２億５千万円あったことによるものです。 

  

  
当企業集団の主力セグメントであります鉄鋼関連事業、とりわけ当社の主力製品である厚板市場におきましては造

船、建設機械、産業機械関係は旺盛な海外需要にけん引され回復基調で推移しましたが、円高による輸出の減少や中

国の需給調整、韓国における厚板供給能力増の顕在化などにより不透明感が増してきております。また、鉄スクラッ

プ価格につきましては国内スクラップ発生量が依然少ないものの、主な輸出先である韓国・中国の購入意欲が低下し

ていることから、比較的安定して推移するものと思われます。 

 このような状況のもと、当期の業績予想につきましては、平成22年７月28日公表の連結売上高46,400百万円(前連結

会計年度比104.5％増)、連結営業利益1,700百万円(前連結会計年度比751.1％増)、連結経常利益1,700百万円(前連結

会計年度比379.3％増)を据え置いておりますが、マーケット環境の変化も予想されますことから、今後、業績予想の

修正を行なう必要が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  
① 棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却可能額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。 
  

② 経過勘定項目の算定方法 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 
  

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

① 税金費用の計算方法の変更 

従来、税金費用については四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積り実効税率を乗じて計算しておりましたが、当第

１四半期連結会計期間より、原則として年度の決算と同様の方法により計算する方法に変更しております。  

 当該変更は、当期の課税所得が見込めないため、年間の見積実効税率を合理的に算定することができず、当四半

期連結会計期間における税金費用を適切に反映できないと判断し、簡便的な取扱いを含む年度決算と同様の方法を

採用することにより四半期連結会計期間に係る財政状態及び経営成績をより適切に表示することを目的として行っ

たものであります。  

 なお、当該変更による影響額は、見積実効税率を合理的に見積ることができないため、記載しておりません。 
    

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用

しております。 

 なお、これに伴う当第２四半期連結累計期間の四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,785 6,224

受取手形及び売掛金 12,463 6,145

有価証券 3,897 4,398

商品及び製品 2,892 2,689

仕掛品 1,026 944

原材料及び貯蔵品 2,241 2,071

未収還付法人税等 － 3,137

繰延税金資産 198 69

その他 71 506

貸倒引当金 △33 △19

流動資産合計 26,542 26,167

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,838 7,600

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 19,398 18,779

土地 1,525 1,525

建設仮勘定 65 1,438

その他（純額） 7 10

有形固定資産合計 28,835 29,354

無形固定資産 139 153

投資その他の資産   

投資有価証券 3,363 4,039

長期貸付金 7 6

繰延税金資産 1,001 1,237

その他 274 302

貸倒引当金 △69 △68

投資その他の資産合計 4,578 5,517

固定資産合計 33,553 35,025

資産合計 60,095 61,192
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,022 2,712

短期借入金 230 230

未払金 1,563 4,439

未払法人税等 91 40

未払消費税等 147 8

賞与引当金 331 327

役員賞与引当金 3 7

繰延税金負債 － 133

その他 291 198

流動負債合計 6,683 8,097

固定負債   

長期借入金 75 190

退職給付引当金 1,079 968

役員退職慰労引当金 32 30

その他 188 244

固定負債合計 1,376 1,432

負債合計 8,059 9,530

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,907 5,907

資本剰余金 4,728 4,728

利益剰余金 41,041 40,497

自己株式 △15 △1

株主資本合計 51,661 51,132

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 206 378

評価・換算差額等合計 206 378

少数株主持分 167 151

純資産合計 52,036 51,662

負債純資産合計 60,095 61,192
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 11,569 21,654

売上原価 8,960 18,462

売上総利益 2,609 3,191

販売費及び一般管理費   

販売運賃 426 1,049

役員報酬及び給料手当 487 464

貸倒引当金繰入額 － 13

賞与引当金繰入額 175 109

退職給付引当金繰入額 59 67

その他 440 437

販売費及び一般管理費合計 1,588 2,143

営業利益 1,020 1,048

営業外収益   

受取利息 41 19

受取配当金 19 20

受取賃貸料 27 27

還付加算金 － 41

雑収入 11 17

営業外収益合計 100 127

営業外費用   

支払利息 15 10

固定資産処分損 65 27

雑損失 7 11

営業外費用合計 88 49

経常利益 1,032 1,125

特別利益   

貸倒引当金戻入額 20 －

特別利益合計 20 －

特別損失   

減損損失 182 1

固定資産処分損 346 148

貯蔵品処分損 13 －

会員権評価損 3 5

投資有価証券評価損 － 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12

特別損失合計 546 171

税金等調整前四半期純利益 505 954

法人税等 257 144

少数株主損益調整前四半期純利益 － 810

少数株主利益 3 17

四半期純利益 244 793
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 505 954

減価償却費 975 1,258

減損損失 182 1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 12

投資有価証券評価損益（△は益） － 3

会員権評価損 3 5

固定資産処分損益（△は益） 312 176

貯蔵品処分損 13 －

引当金の増減額（△は減少） 67 130

受取利息及び受取配当金 △61 △40

支払利息 15 10

売上債権の増減額（△は増加） 8,514 △6,318

たな卸資産の増減額（△は増加） △299 △455

仕入債務の増減額（△は減少） △1,050 1,310

未払消費税等の増減額（△は減少） △665 139

その他 △1,404 689

小計 7,109 △2,120

利息及び配当金の受取額 67 42

利息の支払額 △15 △11

法人税等の支払額 △5,121 △44

法人税等の還付額 0 2,873

災害損失の支払額 △52 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,987 739

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,006 △6

定期預金の払戻による収入 1,000 2,500

有価証券の取得による支出 △4,899 △3,599

有価証券の償還による収入 12,643 －

有形固定資産の取得による支出 △927 △3,690

有形固定資産の売却による収入 20 3

投資有価証券の取得による支出 △3 △205

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

－ 2,800

その他 △56 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,770 △2,205

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △115 △115

自己株式の取得による支出 － △14

配当金の支払額 △561 △250

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △676 △380

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,081 △1,846

現金及び現金同等物の期首残高 8,257 5,921

現金及び現金同等物の四半期末残高 15,338 4,074
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該当事項はありません。 

  

  
【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

  

 
(注)  １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

   ２ 各事業の主な製品 

(１)鉄鋼関連事業・・・・・・・・・鋼板、加工製品、鋳片の製造販売  

(２)レンタル事業・・・・・・・・・業務用厨房向グリスフィルターのレンタル事業  

(３)倉庫事業・・・・・・・・・・・危険品倉庫事業  

(４)医療廃棄物処理事業・・・・・・医療廃棄物の処理  

(５)エンジニアリング事業・・・・・機械設備製作、保守整備 

   ３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費目はありません。 

   ４ 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第18号 平成19年12月27日）を当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会

計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を

適用しております。これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に

与える影響はありません。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

鉄鋼関連 

事業

(百万円)

レンタル 

事業

(百万円)

倉庫事業

(百万円)

医療廃棄物

処理事業

(百万円)

エンジニア

リング事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は 

全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する  

  売上高
10,769 191 122 58 428 11,569 ― 11,569

(2) セグメント間の内部 

  売上高又は振替高
― 2 ― ― 0 2 (2) ―

計 10,769 193 122 58 428 11,572 (2) 11,569

営業利益 

又は営業損失(△)
1,009 33 21 △14 △54 995 24 1,020
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【セグメント情報】 

  
(追加情報)  

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日)を適用しております。 

  

１. 報告セグメントの概要 
  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 
  

当社の企業集団は、当社と連結子会社である４社(明徳産業株式会社、シーケー商事株式会社、シーケークリー

ンアド株式会社、シーケー物流株式会社)で構成されております。 
  

「鉄鋼関連事業」は当社とシーケー商事株式会社で構成されており、主原料の鉄スクラップを仕入れ、電気炉に

よる厚板鉄鋼製品の製造、販売をしております。 
  

「レンタル事業」は、シーケークリーンアド株式会社のみで、業務用厨房向グリスフィルターのレンタル事業及

び広告看板事業を行っております。 
  

「物流事業」は、シーケー物流株式会社のみで、運送・荷役事業と危険品倉庫業を行っております。 
  

「エンジニアリング事業」は、明徳産業株式会社のみで、鉄鋼関連設備を中心とするプラントの設計・施工及び

設備保全に関するエンジニアリング事業を行っております。 

  

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

(単位:百万円)

 
  

３. 報告セグメントごとの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との           

   差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する情報) 

(単位:百万円)

 
  

該当事項はありません。 

報告セグメント

合計
鉄鋼関連事業 レンタル事業 物流事業

エンジニアリング 

事業

売上高

(1)外部顧客に対する  

   売上高
20,745 212 152 544 21,654

  (2)セグメント間の内部 
    売上高又は振替高 14 3 1,085 270 1,374

計 20,760 215 1,238 815 23,028

 
  セグメント利益又は 
  セグメント損失(△) 
 

926 44 69 △45 994

利益 金額

報告セグメント計 994

セグメント間取引消去 53

第２四半期連結損益計算書の営業利益 1,048

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

中部鋼鈑㈱　(5461)　平成23年３月期  第２四半期決算短信

－10－



[ご参考］

　　　　　　業　績　比　較　　　　　　

１．Ｈ22年度上期　単独業績

（１）損益比較
（単位：百万円）

21年度上期 22年度上期 増減

売上高 10,031 19,855 + 9,823 販　　価　▲21.0％

営業利益 1,011 915 ▲ 96 売上数量+152.0％

営業外損益 6 72 + 66 売上高　 +97.9％

経常利益 1,018 987 ▲ 30 　　　－

特別損益 ▲ 563 ▲ 170 + 393 　　　－
当期純利益 264 732 + 467 　　　－

（２）経常利益増減要因 （単位：百万円）

増加要因 減少要因

① 販売数量の増加 3,451 ① 販売単価の下落 4,712

② 製造コストの低減 6,572 ② 製造コストの上昇 4,888

③ 一般管理費等の減少 93 ③ 販売運賃の増加 619

④ その他 73

計 10,189 計 10,219

増減合計 ▲ 30

２．Ｈ22年度上期　連結業績

（１）連結損益計算書 （２）連結キャッシュフロー（ＣＦ）

（単位：百万円） （単位：百万円）

21年度上期 22年度上期 増減 22年度上期 （前年同期比）

売上高 11,569 21,654 + 10,084 Ⅰ．営業活動によるＣＦ 739 ▲ 1,248

売上原価 8,960 18,462 + 9,502   
販売費及び一般管理費 1,588 2,143 + 554 Ⅱ．投資活動によるＣＦ ▲ 2,205 ▲ 7,976

営業利益 1,020 1,048 + 27   

営業外収益 100 127 + 27 Ⅲ．財務活動によるＣＦ ▲ 380 + 296
営業外費用 88 49 ▲ 39   

経常利益 1,032 1,125 + 93 Ⅳ．増減額 ▲ 1,846 ▲ 8,928

特別利益 20 - ▲ 20   
特別損失 546 171 ▲ 375 Ⅴ．現金･同等物の期首残高 5,921 ▲ 2,336

税金等調整前純利益 505 954 + 449   

法人税等 257 144 ▲ 112 Ⅵ．現金・同等物の期末残高 4,074 ▲ 11,264
少数株主利益 3 17 + 13

当期純利益 244 793 + 548

（３）貸借対照表
（単位：百万円）

単独 連結 （前年度比） 単独 連結 （前年度比）

58,973 60,095 ▲ 1,096 9,005 8,059 ▲ 1,470

流動資産 25,536 26,542 + 374 流動負債 7,757 6,683 ▲ 1,413

　当座資産 19,275 20,146 + 3,377 　支手及び買掛金 3,389 4,022 + 1,310

　棚卸資産 6,067 6,160 + 455 　短期借入金 1,856 230 -

　その他 194 236 ▲ 3,457 　その他 2,512 2,430 ▲ 2,724

固定資産 33,436 33,553 ▲ 1,471 固定負債 1,247 1,376 ▲ 56

　有形固定資産 27,949 28,835 ▲ 519 49,968 52,036 + 373

　無形固定資産 124 139 ▲ 13 株主資本 49,765 51,661 + 529

　その他 5,362 4,578 ▲ 938 　資本金 5,907 5,907 -

　資本剰余金 4,728 4,728 -
　利益剰余金等 39,130 41,026 + 529

評価換算差額等 202 206 ▲ 172

少数株主持分 - 167 + 16

資産 58,973 60,095 ▲ 1,096 負債・純資産 58,973 60,095 ▲ 1,096

３．Ｈ23年３月期　連結・単独業績予想
（単位：百万円）

単独 （前年度比） 連結 （前年度比）
売上高 42,400 + 23,152 46,400 + 23,706

経常利益 1,400 + 1,179 1,700 + 1,345

当期純利益 900 + 1,268 1,100 + 1,485

※上記は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

平成22年11月２日

資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部
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